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三刀屋城跡は周知の遺跡 として、県内外にかなり評価をされながら、こ

れまであまり調査研究をなされないまま今 日に到 っている。かつて昭和十

六年に郷土史家中村隆一氏によって、「三刀屋城址」が発刊 されているが、

それは三刀屋氏十四代の史実を中心 とする歴史書的な色彩が強 く、城郭そ

の ものについてはふれていない。

三刀屋城は、富田城、三沢城 とともに出雲の三城 と目される代表的な山

城である。 しか も十四代三百六十余年間の三刀屋氏の居城 として、雲南の

中枢的役割を果 した城の文化財的価値は大 きいと考える。

この度、昭和五十六年度か ら数か年にわたり、これまであまり調査 され

ていない城郭を中心に、山城の研究をすすめ、同時に三刀屋氏の歴史上の

ナゾの部分 も明 らかに したいと考えている。

本書はその第一 年次の中間報告である。

昭和 57年 3月

三刀屋町教育委員会

教育長 古  瀬    明
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月 31日 まで実施 したものである。
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島根県教育委員会文化課主査  藤 間   享

〃    ″ 係長  勝 部   昭

島根県立図書館資料課長    藤 岡 大 拙

4 調査にあたって、次の方々に協力をいただいた。記 して謝意を表する次第である。

(敬1称略、順不同)

難 波 此 清、木 次 一 吉、渡 部 重 信、伊 藤 一 助、

景 山 武二郎

' 
本書の編集、執筆、写真撮影は、杉 原 清 一、永 塚 久 守が担当 した。

例



次目

調 査 に あ た っ て …… … … …・・・……・・・…… …Ⅲ…… … …・・・・・…・・・・・・・・… 1

調 査 結 果 の 概 要 ………………………………………

三 刀 屋 氏 に つ い て … …… …… …… …… …… ……… … ……Ⅲ… ……・… ……。 6

写 真 ・ 図 版

♀中.,T「
5∞o粋  甲n



調 査 に あ た っ て

三刀屋城跡は、中世この地を支配 した三刀屋氏 (は じめ諏訪部氏)の居城跡であるが、い

ままで未調査 のためその全容がつかめていなか った。

近年 に至 り、山裾部が宅地化 されるな どしだいに開発 の動 きがみ られだ してきたのに対処

して、 この遺跡の今後の保存活用に資す る目的で、 このたび本格的な調査を思 いたったもの

である。

この調査事業 は、本年度を第 1年次 と しおおむね 3年 次計画によって、三刀屋城 およびそ

れに関連す る遺構 のすべてにつ いて、総合的な解明を試 みよ うとす るものであ り、 したが っ

て単なる発掘調査にとどまらず、切 図や古文書 (特 に検地帳)な どによる地名 の悉皆調査や

伝承・ 伝説の収集、家号の調査なども採 り入れた。その結果、現在 のいわゆる三刀屋城 とは

別にそれ より古い典型 的な山城遺構 の所在が確認 され、三刀屋氏 の居城がある時期 に移動 し

たこと、 さらに現在の三刀屋城 もその後改めて整備 し直 された と考え られることな どが明 ら

かにな りつつある。本年度 の成果をふ まえなが ら来年度以降の調査に期待するものである。

城山城郭 (左煎防 )と しや山城郭 (右後方 )

― ユ ー



要概の果結査調

1. 付近の山陵を踏査 の結果 、城山の城郭 (城 山城郭 )以外 に、さらに高 い独立峰 の通称 じ

ゃ山の山頂部において典型的な中世 の山城 (じ ゃ山城郭 )を確認 し、また字後谷・ 本屋敷

の後背尾根端部 (本屋敷城郭 )、 前谷 。中垣後背中山頂部 (中 山砦 )及 び大谷・ 天満宮 の

小山 (大谷砦 )、 舞戸谷 口丘陵端 (舞戸砦 )の各遺構を認めた。

これ らの配備構成 は、 じゃ山城郭を根城 と し、東西約 1.5キ ロメー トルの範囲 に所在 し、

東北東の本屋敷城郭 と舞戸砦 は主要居館地帯 と思 われ る後谷に面 してお り、また屋内越道

(出 雲市方面 に連 らなる )に対す る防備で もあろう。西方の大谷砦は里坊越 (出 雲市方面

へ )と 石峠越 (奥 出雲地域へ )の分岐点 に位置 し、要衝であり、この沿線上 に中山砦が位

置す ることになる。 じゃ山城 郭か ら東～南方向は展望が開けているが、三刀屋川沿い部分

が死角 となり、 これを補 うかのように城山城郭が在 る。

城山城郭は石塁を多用 し、横矢構や重層的な郭群で構成 し、天主台 に近 い構築法 の櫓台

を有す るもので近世的な手法 が見 られ るのに対 し、 じゃ山城郭群は積石 はほとん ど用 いず、

切岸 、土塁妬切 り等で構成 されてお り、天水池 も設けてあるなど中世の手法である。 また、

じゃ山城 郭では青磁器や陶器片が茶日片 と共に採取 され、これ により室町時代 と判断 され

た。

本年度は踏査 の外 に、城山城郭については主郭部分 の測量 と試堀を行 い支郭や腰郭 につ

いてその配置をみた。 じゃ山城郭については とりあえず の略測図を作製 した。 またこの付

近一帯の主 と して山地 にっ いて小字地名を調査 し結果 を得たが、耕地等一部未完了で ある。

この地名 についての検討 は今後であるが、「 本屋敷」「 門」「 門所」「 御崎谷」「 御蔵

前」な ど居館を示唆す るものや、「 城山 |「大門谷」「 切通 し」など城郭構成を示す もの

が認め られ る。

2.城 山 城 郭

三刀屋川に沿って東にのびる丘陵の先端を堀切 りによって独立させ、東及び南東に派生

する支尾根を用いて南東に開 く馬蹄形の地形で構成 し、挟まれた谷地形が大手門口となる。

城郭の範囲はおよそ東西 450メ ー トル、南北 300メ ー トルで、北側は急峻な山腹で

あり、主に南～東側に大小 110以 上の多数の郭を配備 したものである。

本丸は巾 15～ 20メ ー トル、長さ 70メ ー トルほぼ長方形の郭で、東端に頂部 5× 7メ

ー トル方形、高さ4メ ー トル石垣積みの物見櫓台があり、さらに西端二丸郭に面 して L字
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形の石垣土塁を設けている。三丸郭は 15× 40メ ー トルで西端部 には北面 して低土塁を

設 け、西方尾根 との間 に巾約 50メ ー トル、深 さ 20メ ー トルの大堀切 りで完全に切断 し

ている。

この本丸、二丸を中心 とす る主郭部分か ら南へ下 る尾根 に小 郭が階段状に連 らな り、さ

らに東へ屈曲す る支尾根基部 には大石垣 の郭があり、 さらに大門谷を見下 ろす尾根端上 に

郭を配置 している。

主郭東端は落差の大 きい郭が階段状をな し、その端部か ら北～東の三方へのびる低 い支

尾根の基部は横手道で連絡す る郭があり、 さらに尾根先へ と郭が続 く。特 に東へのびる尾

根は堀切 りで区切 られて独立 の郭群をな し、天神丸 と呼んでいる。

石垣を用いた郭構成 もこの城跡の特徴 とす るところで、本丸の櫓台や土塁壁面のほか、

二丸その他の主要部の外壁面 にみ られる。 しか し支尾根上 の支郭群 にはな く主郭を中心 と

する高位 の部分 に限 られている。

石積みの手法 は、石材を横長手 に用い、角石を先 に積み中間部分は大小適宜組合せて用

い、「 二番」で築いた野面乱積みの雨落 しの無い単勾配である。

櫓台の石垣 は巨石を用 いてあり、崩壊が著 しいが、四周を石垣で囲み、本丸か ら斜行す

る石段で登 る構造 のよ うで、小形 の天主台の祖形を思わせ るものである。

大門谷奥か ら登 りつめた二丸東端 に虎 口があ り、これを見下 ろす本丸郭外縁 に石垣で張

り出 した横矢構を設 けている。 この虎 口か ら二丸 に上 り、 さらに本丸西端 の L字形石垣壁

土塁 の外を迂回 して本丸 に至 る道 とな ってお り、土塁端部の庭面 には石貼 り床面がわずか

に認め られ、最怒段 の城戸 の存在が伺がわれる。 なお裏門 は史料 によると、天神丸 との堀

切 りを東へ下 った福谷口にあ ったと している。

水源 と しての井戸 につ いては知 られていないが、「 殿井手 Jと 呼ぶ用水路が城山北を流

れる古城 |||の 約 3キ ロメー トル上流か ら引かれ、主郭東端 の天神丸尾根基部あたりまで断

続的に遺構がみ られる。

本丸と二丸において トレンチ試堀を行ったが、すでに重機による削平部分のみで、遺構

面は確認出来なかった。郭外に排土 した撹乱土中から瓦器獅の細片と陶器類の細片が若千

出土 した。

5。 じ ゃ山城 郭

字大谷 。字案日の堺に所在する標高 247メ ー

郭とするもので、約 100メ ー トル× 150メ ー
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トルの独立 した通称 じゃ山の山頂部を主

トルに 23の 郭がある。低 く派生す る尾



根は東の案田方 向～南の尾崎方向に長 くのび、西 の大谷方向は尾根が高 く突出す る地形で

ある。北は急 に下降す る陵で石曲谷奥 の面を切岸 とした防堤状 の峠に至 る。

山頂部南寄 りが最高所で山腹 も急峻であ り、視界 は開けて奥 出雲地方の山 々か ら木次・

大東方面が展望 出来 る。 この位置を主郭 とし堀切 りによって区画 され、東西 に第二郭第二

郭を配備する。

東の第二郭か ら北へ階段状 に横長三段 の郭があり、その中には別に小 さな「 馬出 し」状

の堀 り凹めた小郭 もある。此所か ら北へ急下降 して石由奥峠 に至 る陵上 は浅 い堀切 りと帯

郭 と小郭を設け これを連絡 して登 る道 が認め られ る。

主郭の北側は、西 の第二郭 とに囲 まれ る形で北西 に開 くややゆるやかな凹地形をな して

お り、そこには天水池が二段 に設けてあり、 この池 に面す る小郭がある。井戸 は見当 らな

い。 またこの池 の畔か ら青磁 の碗片や古備前の指鉢片・ 常滑系大壷片 などが表面採取 され

た。

北斜面 の帯郭か らの横手道 はこの池で分岐 して主郭 と西側大堀切 りへそれぞれ連絡す る。

池の下段か ら北西 に派生す る小支尾根は浅 い堀切 りで切断 され、尾根端 には五段 の小郭

が設 けてある。

主郭西の郭か ら細長い郭を経て大 きな堀切 りで尾根を切断 し、さらに西 にのびる尾根上

は通路 と狭 く長い帯状郭が併行 して、尾根端部 には物見様 の小郭群がある。

大翔切 りは上端 巾が 20メ ー トル以上 もあり、堀底に二条の畦を設 け、 さらにその両側

各四つの凹入部分が認め られ る。 これは落 し穴状 の ものとみ られ、「 畦翔」「 障子堀」等

と呼ばれるものであろ う。

堀切 りは、以上の他 に南下す る支尾根基部 と、東 に長 く下 る尾根基部 にも設けてあり、

またこれ らの堀切 り部か ら急斜す る山腹へ直下す る堅堀 りがあり、合せて七本が数え られ

る。

この じゃ山城郭へ の登路 は、北の石 曲り奥峠か ら、東の本屋敷城郭か ら、及 び南の御崎

谷か らそれぞれ尾根筋路が認 め られる。

なお「三刀屋家文書」にある「石丸城」はこれを指すと思われるが、今後の検討を要する。

4.ま と め

調査中途 のため、見通 しを記 して まとめ とす る。

三刀屋郷 における城郭の歴史は、承久の変 による新補地頭 と して来住 した諏訪部 (の ち

三刀屋 )の約 380年 間 と、その後短期間ではあるが多賀、堀尾の在住期間を加えて約 4
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00年の長期 にわたる。

諏訪部の、地頭 として来住当初 の居住は字後谷地区で、本屋敷城郭が最 も初期の拠点で

あろ うとみ られ る。

やがて諏訪部は三沢 と並んで出雲国人衆 の筆頭格 に成長 し、戦乱の続 く室町期 には、尾

根伝 いに登 りつめた
｀
じゃ山″ の頂上 に強固な郭を縄張 りして根城 と し、各支尾根に郭や

砦を配備 し網羅 して大規模な城域を形成 したのである。詰城 として天水を利用 し、青磁器

や古陶器、茶臼などは、その勢力を示 唆す るものと云 えよ う。勿論城山城郭 もこの城郭網

の重要な一角を占めていたもの と考え られる。 しか し館 はゃは り後谷地内 と思われる。

出雲の支配が尼子か ら毛利へ と移 るころ、戦法や地域社会 の発展に伴 って奥飯石～山陽

地方への主要路線が三刀屋川沿いに変 り、そ こには町並みが展開 し始めるな ど近代化が始

り、それによって城山城郭の重要性が増 し、 ために、地域支配の拠点 としての本城を、山

城である じゃ山城郭か ら平山城である城山城郭へ と移 して整備 し、家臣団の館 も尾崎 。前

谷地区へ進出 した と思われる。城内の水源である殿井手 も
｀
鉄穴井手″ の手法でこの とき

開削 した ものであろ う。

城山城郭の遺構 は元和 の一国一城令によって破却 された姿であり、少な くとも中世 の城

郭そのままの姿ではない。前記 のように主郭部 の平地面 は昭和 3o年代公園化 のため重機

によって破削 されてお り建物跡等の遺構は検出出来 なか った。 また支尾根の諸郭等 も元録

4年 (1691)検 地帳で既 に山畑 とな ってお り、郭内の遺構の検出は困難 と思われるが、

残 っている石垣や郭の構造等 に近世初頭 とみ られ る手法が用 いられてお り、三刀屋氏末期

の居城であったのを、その後、おそ らく堀尾修理代 に支藩的陣屋の意味を もっての大改修

が行われた と推察 される。殿井手を用水 とす る城山中腹の館跡推定地 も同時のものであろ

う。

今後 さらに、未踏査部分 の砦分布 と館跡推定地 の確認や、地名にっ いての考証を資料文

献 との接点で推進 し、郭についての試堀調査や、基礎資料 としての遺構の実測は引き続 き

実施 しなければな らない。

特 に、島根県 内で本格的な山城 の全容を調査 した先例は少な く、 じゃ山城郭は遺構がか

なり良好 に保存 されてお り、 しか もその規模が第一級 とみ られ ることか ら、出雲地方中世

城郭の重要 な山城跡である可能性が うかがえる。
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三刀屋氏は、 は じめ諏訪部氏 といい、承久の乱 (承久 3年 、 1221)に 戦功があって西

下 した、いわゆる新補地頭 のひとりである。「 三刀屋文書」によると、諏訪部氏は清和天皇

の孫経基を始祖 とす る清和源氏の一族で、信濃を中心 として伊豆、甲斐、遠江な どに勢力を

張る豪族であったが、 10代 助長 (扶長、扶永な どとも)の代 に至 って承久の乱が起 り、幕

府方に味方 した助長はそ の思賞 と して、はるか出雲国三刀屋郷 の地頭職を命 じられ たもので

ある。

可令早源助長為 出雲国三刀屋郷地頭職事

右人依勲功賞可為彼職之状依仰下知如件

承久三年九月四 日

なお、「 み とや」の地名が、従来 の「 御門屋」

出て くるのは、 これがは じめてである。

陸奥守平 (花押 )

(三 刀屋文書 )

「 三刀矢」「 三屋」にかわって「 三刀屋」 と

さて、 こうして三刀屋郷 の地頭 となった諏訪部氏であるが、前述 のようにもともとこの一

族の本拠地 は東国であったか ら、す ぐに二刀屋 に移 ってきたか どうかは疑間である。「 三刀

屋文書」の中には、おそ らく前任者 だろ うと思われる者 との領有 についての紛争 に対す る下

知状 などもみえている。諏訪部氏 の三刀屋郷へ の実質的な支配力が固まって くるのは、文永

8年 (1271)の 「 千家文書」にみえる「 諏訪部三部 入道子 (助 親。助長 の孫 )」 あたり

にな ってか らであろうか。 この当時 の三刀屋郷 の面積は「 21丁」 (町 )で ある。

その後、諏訪部氏は地名を とって三刀屋氏を名乗 り、戦乱 の時代を巧みに くぐり抜 けて、

戦国時代末期の天正年間まで連綿 と してこの地を支配 しつづけることになる。特 に、南北朝

期 と大内・ 尼子・ 毛利が中国制覇を賭けて壮絶 な戦いを くりひろげた戦国末期には、出雲 を

代表す る豪族 として しば しば軍記物な どに登場 して くる。 わけて も、三刀屋氏最後の当主久

扶は、三沢・ 赤穴両氏な どとともに尼子 。大内 。毛利の間を往 き来 し、主 として出雲南西部

における一大勢力にの し上 っていった。

しか し、いったん毛利氏によって中国地方一帯が平定 された時点で、山陰山陽を結ぶ交通

の要衝に位置す る地理的な重要性 と、毛利氏に降 るまでのあまりに巧みな遊泳術 の報 い (?)

て
′
】つに氏屋刀
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か らか毛利輝元 にうとまれ、結局天正 16年 (1588)ご ろ領地改易の うき目に合 い、約

370年 にわたる支配に終止府を打 って、 この地か ら去 らざるを得なか ったのである。

なお、三刀屋氏歴代 の動向につ いては、「三 刀屋町誌」 (昭 和 57年 7月 刊行予定)を参

照 されたい。
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常滑系 大 壷片 (し
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